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資料
中国社会主義マクロ経済の計画コントロール
劉波
翻訳石田 浩
訳者序
本稿は，関西大学の学術交流協定校である遼寧大学より交流研究員として劉波教授が来
学され，経済学部教員との研究座談会での報告や，学生への講演のために編められた原稿
を翻訳したものである。劉波教授は遼寧大学経済管理学院で資本論研究や社会主義経済論
を専攻されておられ，特に近年は社会主義経済体制改革について市場メカニズムを通じて
国家が企業に対して，どのようにマクロ的に計画コントロールすればよいかを研究されて
いる。本稿は教授の経済体制改革に対する理論的整理である。
ところで，現代中国の経済体制改革について幾分なりとも知識があれば，研究座談会や
講演における内容を理解しやすかったであろうが，予備知識なしに聞かれた方には具体的
事例が少ないため少々難解であったように思える。そこで，劉教授の講演がより一層多く
の諸兄姉に理解されるよう，これまでの経済体制改革の経過を簡単に補足して，改めて翻
訳を読んで戴ければと思い，ここに訳出する次第である。
周知のように，中国共産党は1978年12月に第11期三中全会を開催し，これまでの路線と
は180度異なる対外開放政策と経済自由化政策を打ち出した。それゆえ，多くの研究者は
これらをメルクマールとしてこの時期を中国の政治や経済の転換期と呼んでいる。この路
線の転換により最もすばやく変革されたのは農業であった。この時に出された「農業の発
展を速めるための若干の問題についての決定（草案）」は1979年9月の四中全会で正式に通
過し見これ以降農業に対する各種の政策が発表されている。これらの政策はまず第1に，
これまで中国社会主義農業の根幹とされてきた人民公社制度を否定し，政治組織と社会経
済組織を分離する「政社分離」として，人民公社管理委員会に代わる郷人民政府を成立さ
1) 「中共中央関子加快殿業発展若千問題的決定」『農村経済政策腫編1978-1981』（上
冊，農村経済政策叢密）， 1982年， pp.66~89。
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せたことである。第2には，農業における集団労働を否定し，農地を個別農家に分配して
生産を行わせる各種の農業生産責任制を導入したことである。この結果，農民の生産に対
する意欲は高まり，同時に農業生産力も増大して，万元戸（年間収入が1万元以上の農家）
が出現したことは周知のことである。
ところが一方，都市の工業はそれほどうまく進展しなかった。社会主義としての全人民
的所有制（国家所有制）のもと，ソビエトから学んだ集権的経済体制の変革は容易なこと
ではなかった。 1984年10月の中国共産党第12期三中全会において，農業における改革は成
功したと評価され，次には都市における工業の改革として「経済体制改革に関する中共中
央の決定」が採択された2)。すなわち，経済体制改革は都市の工業に比重を移す第2段階
に入ったことになる。この改革では，企業に自主権を与え，これまでの国家からの指令に
基づく生産指標を定め，生産資金は国家から供給し，生産した製品は一括して国家が買上
げ，利潤は全て国家に上納するといった集権的指令制計画経済から，価格や税収・利潤等
の経済手段や経済的テコを通じた間接的コントロールヘ変革しようとしている。その具体
的内容はや企業に自主権を与えるためにこれまでの指令性計画による集権的経済体制から
指導性計画や市場メカニズムを溝入し，党と企業を分離して企業内の党書記の権限を制限
し，工場長に生産計画に対する権限を与えようとしている。ところが，現実はうまく進展
しておらず，上からの統制を緩めれば経済活動は乱れ，統制を強化すれば硬直するといっ
たように試行錯誤を繰り返している。また，企業に経営の自主権を与え，ある程度の競争
を認めなければ労働者は真剣に生産活動を行わないとして，企業の倒産までをも認めると
ころまできている3)。
劉波教授の報告は以上のような中国経済の現状を踏まえて出てきたものである。
社会主義経済は計画的商品経済である。計画的商品経済発展の必要に適合した経済体制
を建設するには， ミクロ経済を自由に解き放つことを要求するだけでなく，マクロ経済を
うまく管理することをも要求しなければならない。中国的特色のある社会主義経済体制の
建設は， とりもなおさずミクロ経済の活性化とマクロ経済のコントロールとが有機的に結
合した経済体制を建設することにある。
2) 「中共中央関子経済体制改革的決定」『人民日報」 1984年10月21日。
3)経済体制改革の動向については， 日中経済協会編「中国経済体制改革の動向」 1986年
を参照されたい。
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社会主義の計画的商品経済の運営における，いわゆるマクロ・コントロールとは，社会
主義社会の総需要と総供給の数嚢的・構造的均衡をコントロールすることである。マルク
スも次のように述べている。「各種の異なった需要量に適応した生産最を獲得しようと思
えば，各種の異なった一定数蹟の社会労働量を支出しなければならない。このような一定
の比例配分に基づいた社会的労働の必要性は，社会的生産の一定の形式によって取り消さ
れるものではない」と。社会主義社会にも例外はあるはずがない。社会主義社会において，
社会需要の一定の比例に基づいて社会的労働を分配することだけが，社会総生産と社会総
需要の構造的・数量的均衡を保持し，社会主義生産の調和的・安定的・効率的発展を保証
することができる。また，社会主義社会では，社会主義生産が人民の日ましに増大する物
質的文化的生活の需要を満足させるという目的の実現を保証し，社会主義制度の優越性を
十分に発揮することができる。
＝ 
一定の比例に基づいて社会的労働を配分する必要性は，あらゆる社会的生産に対して適
用できるけれども，その具体的な実現形式は各社会の生産関係の性質が異なっているため，
同じではない。「社会主義社会は生産手段の公有制を基礎に計画経済を実行し， 資本主義
社会における生産の無政府状態と周期的危機を避けることができるし，生産を人民の日ま
しに増大する物質的文化的生活の需要を不断に満足させる目的と合致させることができ
る。これは社会主義経済の資本主義経済にたいする優越性の根本指標の一つである」。社
会主義社会において，構造や数量上における社会総生産と総需要の均衡は自覚なくして実
現するものではなく，国家の計画調節とコントロールを通じて，自党的・計画的に実現さ
れるものである。
四
社会主義の計画的商品経済の運営において，二つの基本的経済主体が存在しており，そ
れらは経済運営の軌道と方向を左右している。一つは企業であり，これは社会総生産力諸
要素の社会結合の基層単位である。具体的には：商品生産と経営活動に従事する主体であ
る。もう一つは社会主義国家である。国家は上から下へ調節し，社会主義経済運営をコン
トロールする主体である。
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五
企業は商品生産と経営活動に従事する。すなわち，企業の経済行為は，企業の政策決定
された目標により確定されたものである。企業体は自主管理をし，自己の損益を自己負担
する社会主義商品生産者と経営者であり，主要にはかれら自身の利益から出発して市場価
格等が提供する各種の経済情報を基にして，社会需要を了解・掌握し，自己の生産経営活
動の利害得失をはかり，最後に自己の商品生産と経営目標，すなわち何をどれくらい生産
し，どのような生産と経営等々をするのか確定する。
六
国家調節は，マクロ経済の運営をコントロールし，社会主義社会の総需要と総生産の構
造的・総量的均衡行為を調節・コントロールする。すなわち，国家によるマクロ経済の政
策決定である。社会主義国家は社会主義社会全人民の長期にわたる利益を代表し，国民経
済発展の戦略目標を確定し，社会需要の構成・数量・社会資源の条件を基にして，マクロ
経済の政策を決定し，中長期計画を年度計画上に具体的に体現させ，よってマクロ経済の
運営を調節・コントロールする。趙紫陽総理は次のように述べている。「国家計画はマク
ロ的視野から国家経済が正確に発展するよう導きコントロールする主要な拠所である」
と。
七
周知のように，社会主義国家と企業という二つの経済主体は，経済決定の出発点が異な
り，方向も異なる。このため決定した経済行為も必ず異なっている。国家のマクロ経済に
対する計画調節とコントロールは，実体から見てこれらの二つの経済主体，上下二層の政
策決定，およびこの決定によるミクロとマクロという二層の経済活動関係を正確に調節す
ることにほかならない。具体的に述べると，社会主義国家のこのような経済主体こそが，
企業主体の政策決定と行為を計画調節しコントロールし，企業の経済活動をマクロ政策確
定に組み入れたマクロ経済運営の軌道に載せる。そして，社会主義社会の総需要と総生産
の構造的数量的均衡を実現し，社会主義商品経済が調和的・安定的・効率的に発展するこ
とを保証し，最後に人民の日ましに増大する物質的文化的需要を満足させるという目的を
実現させる。
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八．
従来の社会主義国家の企業に対する計画調節とコントロールの方法は，簡単に言えば指
令性計画の方法で，行政手段を運用したコントロールである。過去，わが国はこのような
集中が行き過ぎ，統制が固定化し過ぎる硬直したモデルの下で，主要にはこのような形式
と手段を用いて，企業の経済活動をコントロールしてきた。我々は計画経済を実行するこ
とと指令性経済を実行することとを混同し，一切の経済活動を全て指令性計画に組み入
れ，国家の行政手段を用いて直接コンドロールした。その結果，一方では企業の手足を縛
り，硬直さ迂，社会主義経済はあるべき生気と活力を失った。他方では計画的指導思想上
において主観と客観が相分離し，計画と実際がちぐはぐになり，国民経済の比例関係をひ
どく失調させ，社会的生産力はひどい破壊を受けるといったことが生じた。直接的コント
ロールを主とするマクロ経済の計画調節とコントロール方式は社会主義の計画商品経済運
営の特徴と規律とは相入れず，商品経済および社会的生産力の発展に適応しない要求であ
る，と実践は証明している。
九
わが国の第七次五カ年計画の期間，経済体制改革の三つの主要な内容の一つは， 「国家
の企業に対する管理は徐々に直接的コントロールを主とすることから間接的コントロール
を主とすることに進み，新しい社会主義マクロ経済管理制度を打ち立てた」ことである。
社会主義国家の企業に対するいわゆる「間接的コントロール」とは，簡単に言えば，指導
性計画を採用した形式であり，市場を通じることがキー・・ボイントで，経済手段を運用し
て実現するコントロールである。趙紫陽総理は次のように指摘している。「主要には経済
手段と法律手段を運用し，ならびに必要とする行政手段を採用して経済をコントロールし
調節する運営は，新型の社会主義経済体制の重要な内容である」と。国家が間接的コント
ロールの方式を主として，企業の経済活動を調節・コントロールすることは，社会主義経
済の計画的商品経済の性格から要請されるものであり， しかもこれは経済運営の特徴と規
律に合致した要求である。
十
企業は，自主経営をし，自己の損益を自己負担する社会主義商品生産者と経営者からな
り，企業の商品生産と経営の目的は市場で商品を販売し，価値を実現し，利益を取得し，
人民の物質的文化的生活の需要を満足させねばならないことである。市場は商品交換ある
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いは商品売買の場所である。まずそれは商品生産者と経営者の間に経済連係を実現する唯
ーの紐帯である。いわゆる商品経済は，ある意味から言えば，市場を通じて，あるいは市
場の力を借りて連係・運転を実現する経済である。マルクスも次のように述べている。
「異なった生産物と交換できる生産物は商品である」と。全ての商品の生産と経営活動は
商品交換あるいは商品の売買活動と切り離せないし，全ての商品の売買活動はまた市場領
域において進行するものである。また，商品生産と経営が必要とする全ての生産手段は，
市場での売買活動を通じて初めて取得されるものであり，生産した商品や創造した使用価
値と価値も市場を通じた売買活動により実現される。市場は商品経済の中枢であり，商品
経済の生命線である。次に，市場は商品生産者と経営者の間で経済関係の紐帯を実現する
だけでなく，商品経済運営を調節しコントロールするメカニズムを推進する。大雑把に言
えば， いわゆる市場メカニズムは， 商品の売買関係の過程において商品価値の形成を基
礎とする需給・競争・価格間の内在関係と相互作用である。市場において商品は社会必要
労働時間により決定された価値に基づいて売買が行われ，市場価値の貨幣表現は市場価格
である。そして，それはすでに商品の市場価値に反映されており，また商品の需給関係に
も反映している。市場における商品の需給関係の変動は必ず商品売買者間の競争を引き起
こし，また市場価格の市場価値をめぐる上下変動を招く。まさにこのような市場メカニズ
ムの作用を通じて，一方においては商品生産者や経営者に生産技術改新と，経営管理の改
善を促し，労働生産性を高め，最小の労働支出でさらに多くの社会的生産物を生産し，利
潤を増加させる。他方においては商品生産者と経営者を一体とし，比例配分に基づいた社
会的労働や社会的生産を社会需要に適合させ，販路に適した製品の生産を促す。以上の二
点の説明は，社会主義の計画的商品経済運営において，国家が計画を用いて自覚的に市場
メカニズムを調節・コントロールし，次に市場メカニズムを通じて企業の経済活動を調節
・コントロールする。そうすることによって構造的・数址的に社会主義社会の総生産と総
需要の均衡を有効に調節・ コントロールすることができる。国家計画が市場を調節・コン
トロールし，市場メカニズムが企業を調節・コントロールする。このことこそが社会主義
の計画的商品経済運営メカニズムの調節・コントロールの構造である。市場メカニズムは
国家によるマクロ経済計画調節・コントロールの構造である。市場メカニズムは国家のマ
クロ経済的計画調節・コントロールの不可欠の中心部分である。
十一
市場メカニズムの核心は価格メカニズムである。既述したごとく価格は商品の価値を反
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映しており，商品の需給関係を反映している。この両者の反映は価値を取り巻く価格の上
下変動に集中的にあらわれる。価格のこの種の変動は，商品生産者や経営者が商品を販売
して実現する経済利益の大小，商品生産や経営の損益にまで寵接関係する。また，価格の
高低という「晴雨計」を通じて，商品生産者や経営者に商品需給の経済情報を与える。そ
して，「見えざる手」を用いて商品生産と経済活動の方向を指揮する。これによって，「価
格は最も有効な調節手段となり，合理的価格は国民経済活動を安定させる重要条件とな
る。国家が計画調節とコントロールに利用する市場メカニズムは，主要には計画調節とコ
ントロールを利用した価格を中核とする各種の経済手段，あるいは経済的テコである。価
格・税金•利潤•利息等は経済関係を反映する経済範疇として，商品生産者と経営者の経
済利益を直接に体現している。さらにそれらは，国家が計画システムを利用して自覚的に
商品経済運営を調節・コントロールする経済的テコとなっており，また企業の現実的・将
来的経済利益を調節・コントロールすることを通じて，企業の経済政策決定や経済行為を
調節・コントロールする経済手段となっている。このような経済手段や経済的テコは，経
済パラメーターの変動方向（上昇したり下落したり，あるいは増加したり減少したりする
こと）と変動幅度（上昇や下落がどれくらいであるのか，あるいは増加や減少がどれくら
いであるのか）は，全て企業—自主経営や損益自己負担する社会主義商品生産者や経営
者の経済利益の大小・損益ー~にまで直接関係している。国家は市場を通じ，計画的要求
に基づいて自覚的にこのような経済的テコ（経済パラメーター）を運用し，企業の経済活
動を調節・コントロールしている。また，実際には企業の経済利益を通じて，企業が計画
的に「内在力」を実行するよう奮い立たせ，企業の経済政策決定や経済行為を調節・コン
トロールすることで，企業をマクロ経済の政策決定に基づくマクロ経済運営の軌道に載せ•
たことである。このような間接的調節・コントロールの方法は，すでに企業の生産と経営
の自主権を保証し，企業の経済利益を保証し，企業の生産と経営の積極性・自発性や創造
性を十分に発揮させ，企業の活力を増強し，経済を活性化することを可能にした。また，
経済利益を調節することにより奮い立たせる「内在力」を借り，企業の生気澄刺とした経
済活動を社会主義マクロ経済の調和的運営の軌道に載せた。さらには社会主義商品経済が
計画的に，配分に基づき，効率的に発展することを保証した。これはまさに国家の企業に
対する経済活動が「間接的コントロールを主」としたことの根本的意義の証明である。当
然，私達は，間接的コントロールを主とすることや，経済手段の調節・コントロールを主
とすることが，直接的コントロールを不必要としたり，必要な行政手段までも不必要と主
張しているのではない。現段階において，国家の経済や人民の生活に関係のある重要な産
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品中，国家によって分配調整される部分や，全体に関係する重大な経済活動に対しては，
やはり指令性経済を実行し，必要な行政手段を取らねばならないし，直接的コントロール
を推し進める。しかし，計画コントロールを利用した経済が商品経済であるからには，直
接的コントロールを真に効果的たらしめるために，必ず価値法則を自覚的に運用し，価格
等の各種経済的テコの調節作用を運用し，そのことによって経済利益の観点から企業が計
画を実行し完成させる積極性や自発性を奮い立たせなければならない。
十二
わが国の企業に対する管理は，経済体制改革により直接的コントロールを主とすること
から間接的コントロールを主とする方向へ転換したけれども，これはただちに成就するも
のではなく，一つの比較的長期の過渡的段階を必要とする，と指摘せねばならない。私達
の指令性計画の範囲は縮小されたが，指導性計画の拡大・強化・完成はまだ追いついては
いない。私達の市場体系もまだ開拓•発展・完成への過程中にあり，まだ売手市場から買
手市場までは移行しておらず，価格等の各種経済的テコが調節作用を十分に発揮するゆと
りのある経済環境は形成されていない。国家が自覚的に運用するところの価格を中心とす
る各種の経済的テコは不完全で十分機能するものではないし，ある時には相互に阻止し，
相殺さえもする等々。このような新l日の調節メカニズムの移行期においては，国家のマク
ロ経済コントロールの出現を無意味にし，マクロ・コントロールの失調をもたらすことが
ある。わが国の経済理論工作者や実務工作者の目前にある差し迫った任務は，社会主義の
計画的商品経済の本質•特徴や運動法則を更に深く認識・掌握することであり，計画を利
用して商品経済運営を制御する指溝技術を修得・掌握することである。さらに，経済手段
を運用して経済運営を調整・コントロールするまとまった方法を修得・掌握し，それによ
って速やかにこの移行期を完成させることである。
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